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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す

　

昨
年
は
前
年
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ

禍
の
対
応
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。

職
員
、
利
用
者
、
そ
の
家
族
等
皆

様
の
協
力
に
よ
り
入
口
で
の
検
温
、

手
の
消
毒
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
面

談
の
制
約
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
等

大
変
不
自
由
な
思
い
を
さ
れ
ま
し

た
が
、
お
か
げ
さ
ま
で
何
と
か
一

人
の
感
染
者
も
出
さ
ず
乗
り
切
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
毎
年
恒
例
の
慰
霊

祭
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
九

月
二
十
九
日
の
花
火
大
会
は
利
用

者
の
他
、
地
元
の
皆
様
も
大
変
喜

ん
で
下
さ
い
ま
し
た
。

　

社
会
で
は
何
か
と
暗
い
話
題
が

多
い
中
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お

け
る
選
手
の
活
躍
や
大
会
関
係
者

の
努
力
は
明
る
い
話
題
と
し
て
私

た
ち
に
生
き
る
喜
び
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
谷
翔
平
選

手
の
ア
メ
リ
カ
大
リ
ー
グ
で
の
Ｍ

Ｖ
Ｐ
に
至
る
活
躍
は
日
本
中
を
沸

か
せ
、
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
紫
雲
会
で
は

設
立
五
十
年
余
を
経
過
し
、
こ
れ

ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
先
人
達
の

地
道
な
努
力
の
上
に
さ
ら
に
現

代
的
な
動
き
に
対
応
す
べ
く
研

修
、
研
鑽
を
行
い
、
基
本
理
念
で

あ
り
ま
す
誠
実
、
信
頼
、
貢
献
の

下
、
比
較
的
平
穏
に
推
移
し
ま
し

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
ご
利
用

者
様
、
更
に
は
制
度
を
支
え
る
多

く
の
皆
様
の
ご
理
解
に
よ
る
も
の

と
、
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
規
事
業
と
し
て
は
昨
年
三
月

一
日
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

ぽ
っ
け
が
開
所
し
ま
し
た
。
子
ど

も
達
が
放
課
後
安
心
し
て
過
ご
せ

る
よ
う
四
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　

新
年
に
お
い
て
コ
ロ
ナ
禍
は
新

型
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
出
現
や
ブ

レ
イ
ク
ス
ル
ー
感
染
に
対
す
る
第

三
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
、
気
の

休
ま
ら
な
い
日
々
が
続
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き

利
用
者
や
家
族
等
の
皆
様
に
は
不

自
由
を
か
け
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
は
貴
重
な

日
々
を
当
紫
雲
会
に
託
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
職
員
の
皆
さ
ん

は
そ
れ
に
お
応
え
す
べ
く
い
つ
も

心
身
を
調
え
て
、
利
用
者
共
々
笑

顔
で
穏
や
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
す
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
変
わ
ら
ず
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

・特別養護老人ホーム 紫雲荘   1
・盲養護老人ホーム 三国寮   1
・障がい者支援施設 本城苑   2
・障害者就業・生活支援センターつばさ   2
・グループホーム コスモス   2
・サポートセンター サライ   2
・紫雲荘デイサービスセンター   3
・ホームヘルプセンター 紫雲   3
・介護保険サービスセンター 紫雲   3
・本城苑作業所 Beハウス   4
・放課後等デイサービス ぽっけ   4
・職員あいさつ／研修／編集後記   5

理　念
紫雲会は、「誠実」「信頼」「貢献」を基本とし
　　　　　　　　　　　地域の皆さまに親しまれる法人を目指します。

紫雲会は、地域における福祉の充実に貢献するため
　　　　　　　　　　　健全で活力のある経営を目指します。

紫雲会は、福祉サービスの担い手としての責任を自覚し
　　　　　　　　　　　地域のニーズと誠実に向き合い
　　　　　　　　　　　人々の安心と社会の発展に寄与します。
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と
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ホームページは

こちら

1

No. 29会　報　紫　雲No. 29 会　報　紫　雲



特別養護老人ホーム 紫雲荘

盲養護老人ホーム 三国寮

おでかけおでかけ

ユニット活動ユニット活動

野外カフェ　野外カフェ　

白
山
渓
谷
へ
出
か
け
て
き
ま
し
た
。周
辺
を
散

策
し
な
が
ら
、も
み
じ
や
サ
ザ
ン
カ
の
花
に
触
れ

る
方
、落
ち
葉
を
踏
ん
で
音
や
感
触
を
楽
し
む
方
、

秋
の
空
気
を
感
じ
な
が
ら
く
つ
ろ
ぐ
方
な
ど
、思

い
思
い
に
秋
を
満
喫
し
ま
し
た
。黄
色
く
色
づ
い

た
イ
チ
ョ
ウ
並
木
で
記
念

撮
影
。道
の
駅
で
の
買
い

物
も
楽
し
み
、大
満
足
で

帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

こ
の
日
の
献
立
は
巻
き
寿
司
と
団
子
汁
。皆
さ
ん

段
取
り
良
く
、慣
れ
た
手
つ
き
で
仕
上
げ
て
い
き
ま

す
。寝
か
せ
て
お
い
た
団
子
は
伸
び
が
良
く「
昔
は
よ

う
作
り
よ
っ
た
ん
で
」と
、ま
る
で
手
品
の
よ
う
に
団

子
を
伸
ば
す
手
の
動
き
に
見
と
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。巻
き
寿
司
は
ご
飯
と
具
材
の
バ
ラ
ン
ス
が
難
し

く
何
度
も
確
認
し
な
が
ら
慎
重
に
巻
い
て
い
ま
し
た

が
、包
丁
を
入
れ
る
と「
わ
ぁ
、き
れ
い
」と
歓
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。さ
て
、お
味
の
方
は
？・・・　
　

も
ち
ろ
ん
満
点
で
し
た

。

皆
さ
ん
の
頑
張
り
の
目
標
に
な
れ
ば
…
と
毎

年
開
催
し
て
い
る
文
化
祭
。詩
吟
や
俳
句
、唱
歌

や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
教
室
ご
と
の
も
の
や
、個
人
的

に
練
習
し
て
い
る
楽
器
な
ど
、素
晴
ら
し
い
発
表

が
た
く
さ
ん
あ
り
、「
寮
内
で
終
わ
ら
せ
る
の
は

も
っ
た
い
な
い
ね
」と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

紅
葉
ド
ラ
イ
ブ

郷
土
料
理
作
り

文
化
祭

季節の掲示物作成や昼食を 2 ユニット一緒に食べたりしています。
ユニット活動を新聞にまとめ、ご家族の皆様にお知らせしています。

11月、11月、
紅葉を観に行きました。紅葉を観に行きました。

10月上旬、施設駐車場にて10月上旬、施設駐車場にて
“ 野外カフェ”を開催しました。“野外カフェ”を開催しました。
おやつを食べて、御神輿の前で記念
撮影をしました。御囃子が聞こえ、お
祭りを楽しんでいました。

赤嶺さん
ハーモニカ演奏

西田さん
ギター演奏

羽田唱歌教室

10/2911/11

11/23
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障がい者支援施設　本城苑

創
作
班

創
作
班

リ
ハ
ビ
リ
班

リ
ハ
ビ
リ
班

園
芸
班

園
芸
班

非
常
用
発
電
設
備
完
成

非
常
用
発
電
設
備
完
成
! !! !

創作班は、ヘアゴムなどの売上金で、コロニー
久住へ焼肉を食べに出かけました。
ピザも美味しかったようです！！

リハビリ班は、道の駅あさじで食事をし、朝倉文
夫記念館へでかけ、「ふくにゃん」、「あいにゃん」、
「あさにゃん」を見て楽しみました。

園芸班は、暑い日も草取り等がんばり、多くの
野菜を育てることができました。
10月には芋ほりを行い、大豊作でした！

昨年 6月より工事が始まり、12 月に無事完成
しました。停電時は、厨房のコンロなど、全館 4日
分の最低限の電力はまかなえます。

平成 20 年 4 月に事業を開始し、
早 13 年目を迎えました。その間社
会や経済状況も変化していき、又
昨今はコロナ禍で仕事や生活に支
障がでている方も多いと思います。

目まぐるしく変化していく状況
の中でも、障がいをお持ちの方が
安定した職業生活が送れるよう支
援に努めて参ります。

昨年の 11 月、
利用者 7 名、職
員７名にて、竹
田市長湯「正直
屋」で食事をし、
地元神社でお
参りをしました。 最近は足腰の不調や
体重増加による体調不良など、加齢に伴
う受診が増えてきましたが、みなさんが健康で楽しく過ごせるよう、世話人
一同協力し、頑張っていきたいと思います。

　市の委託を受け、障がい者
（児）相談支援を行っています。
様々な相談を受けています。
お気軽にご相談ください。

☎☎09740974（22）1041（22）1041

豊肥地区障がい者就業・生活支援センター

　つばさ

グループホーム コスモス

サポートセンター サライ （雇用安定等事業）
（生活支援等事業）
(雇用アドバイザー配置事業)

●●● サライ
…
さ
っ
と
対
応
相
談
員

…
楽
土
、
楽
観
　
伴
走
支
援

…
一
緒
に
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う

の
気
持
ち
で
、
今
年
も
一
人
一
人
の
利
用
者
様
に

寄
り
添
い
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

相
談
員
一
丸
と
な
り
、
業
務
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

相談内容
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す
る
こ
と

・
医
療
・
介
護
に
関
す
る
こ
と

・
児
童
の
就
学
等
に
関
す
る
こ
と

・（
一
般
）
基
本
相
談

・
計
画
相
談
（
児
・
成
）

・
地
域
移
行
・
定
着
支
援

2
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い
つ
で
も
、お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

誠
心
誠
意
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

個
人
情
報
の
保
護
を
厳
守
い
た
し
ま
す
。

業
務
内
容

１
．
利
用
者
・
家
族
か
ら
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

２
．
介
護
保
険
に
関
す
る
申
請
代
行
を
行
い
ま
す
。

３
．
市
町
村
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
の
調
整
を
行

　
　
い
ま
す
。

４
．
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
を
行
い
ま
す
。

５
．
定
期
的
な
状
況
把
握
を
行
い
ま
す
。

介護保険サービスセンター紫雲介護保険サービスセンター紫雲

　
介
護
を
必
要
と
さ
れ
る
方
の
ご
自
宅

　
介
護
を
必
要
と
さ
れ
る
方
の
ご
自
宅

に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
訪
問
し
て
生
活

に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
訪
問
し
て
生
活

の
お
手
伝
い（
自
立
支
援
）を
さ
せ
て
い

の
お
手
伝
い（
自
立
支
援
）を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

た
だ
き
ま
す
。

　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、利
用
者
・
家
族

　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、利
用
者
・
家
族

に
対
し
て
御
意
向
を
確
認
し
な
が
ら
、介

に
対
し
て
御
意
向
を
確
認
し
な
が
ら
、介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
等
の
御
利
用
調
整
を

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
等
の
御
利
用
調
整
を

行
い
、ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。ま

行
い
、ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す
。ま

た
、介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
の
連

た
、介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と
の
連

携
・
調
整
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

携
・
調
整
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ホームヘルプセンター紫雲ホームヘルプセンター紫雲 （訪問介護事業所）

　
食
事
・
入
浴
・
排
泄
な
ど
の
介
助
を
行
う「
身

体
介
護
」や
買
物
・
調
理
・
掃
除
な
ど
を
行
う「
生

活
援
助
」
を
い
た
し
ま
す
。

　
利
用
者
様
の
自
己
決
定
、
人
格
を
尊
重
し
、

親
切
、
丁
寧
な
姿
勢
で
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

紫雲荘デイサービスセンター紫雲荘デイサービスセンター 　
健
康
チ
ェ
ッ
ク
・

昼
食
・
排
泄
介
助
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・

軽
体
操
・
脳
ト
レ
・

歌
・
電
気
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
・
入
浴
介
助

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

屋外散歩　屋外散歩　

三密を避けて三密を避けて
楽しんでいます。楽しんでいます。

秋の大運動会　秋の大運動会　

（居宅介護支援事業所）

いつでも、お気軽にご相談下さい。
個人情報保護を厳守いたします。
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利用のご希望などのご相談はご連絡ください　☎0974（22）3553　

本
城
苑
作
業
所

本
城
苑
作
業
所  

Ｂｅ
ハ
ウ
ス

Ｂｅ
ハ
ウ
ス

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス  

ぽ
っ
け

ぽ
っ
け

　
作
業
所
で
の
活
動
は
、
地
域

の
方
々
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

施
設
外
就
労
と
い
う
形
で
お
仕

事
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
地

域
の
企
業
と
の
協
働
や
市
か
ら
の

委
託
事
業
、
野
菜
作
り
や
加
工
品

作
り
な
ど
幅
広
く
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
利
用
者
の
皆
様
、
一
人
ひ
と
り
が
毎

日
楽
し
く
笑
顔
で
作
業
が

行
え
る
よ
う
利
用
者
、
職

員
が
話
し
合
い
な
が
ら
、

協
力
し
て
い
ま
す
。

　
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
は
授
業
の
終
了
後
又
は

学
校
の
休
業
日
に
生
活
能
力
向
上
の
た
め
に
必
要
な
訓

練
、
社
会
と
の
交
流
の
促
進
、
そ
の
他
必
要
な
支
援
を

行
う
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　昨年は芋ほりやハロウィン等の行事を行
い、お子様方の笑顔に触れ、スタッフにと
ってもよい思い出を作ることができました。

双子コーデ双子コーデ

収穫感謝祭収穫感謝祭 芋ほり芋ほり

ぽっけ、ゆうゆうの
子どもたちと芋ほりを行いました..
みんな笑顔で楽しんでいました

今年もみんなで
頑張ります‼

今年も「ぽっけ」を

よろしくお願い

いたします‼

下阿蘇ビー
チ外出

下阿蘇ビー
チ外出
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紫
雲
荘 

拠
点

三
国
寮 

拠
点

本
城
苑 

拠
点

近年、コロ
ナウイルスに
翻弄されご利
用者様や職員
の生活環境が
激変しました。
その中で、安心安全を合言葉に職
員一丸となり感染対策に奮闘して
きました。今年も自分の言動行動
に責任を持ち『首尾一貫』した態
度で仕事に精進して参ります。

コロナ禍の
中で入居者の
皆さんにいか
にして楽しん
で頂くか、そ
ればかりを考
えながら日々取り組んできました。
今年は寅年。皆さんの笑顔を道しる
べに、様々なことに『トラ』イし、喜
びを共有していきたいと思います。

昨年は、ご
家族をはじめ、
沢山の方々に
支えられた一
年でした。今
年は昨年より
も更に色々な体験を通し、お子様一
人一人に応じた支援を行い、充実
した時間が過ごせるよう、スタッフ
一同精進して参ります。

新しい年
が明けまし
た。コロナ
の収束は未
だみえず、
日常生活の
ペースを取り戻せずにいる方も
いらっしゃるのではないでしょ
うか。今年も感染症対策を十分
に講じ、安心して生活ができる
よう努めて参ります。

入居者の皆
さんが楽しみ
を持って安心
した生活がで
き、また日頃
の笑顔を御家
族の方にも届けれるようチーム、
多職種と連携して支援に努めて参
りたいと思っております。本年も
よろしくお願い申し上げます。

昨年は多く
の委託を受け、
沢山の工賃を
支払うことが
できました。
今年も同様に
作業収入を増やし、将来はブドウ作
りに取り組んでみたいと思っていま
す。利用者様がケガ無く笑顔で作業
に取り組めるよう、Ｂｅハウスを盛
り上げていきたいです。

ご利用者様が安心・安全に過ごせる様、
画一的なケアではなく、お一人お一人に寄
り添い個々の身体状況に合わせた生活が
送れますよう、職員一人一人が責任を持ち
対応出来る体制作りに努めて参ります。

入居者の皆
さんが何より
も楽しみにし
ている食事。
献立を作る時
は、給食話し
合い会で要望のあった料理を必ず
メニューに取り入れるようにして
います。今年も、より美味しい食
事作りに努めて参ります。

入所者の皆
様一人一人の
体調の変化に
いち早く気づ
き、適切な対
応をしながら
健康管理に努めます。新型コロナ
感染症もまだまだ油断できない状
況ですが、苑内に持ち込まない様、
基本の感染症対策を徹底して参り
ます。

児
童
発
達
支
援
管
理
責
任
者

 

　
本
田
　
博
之

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者

 

　
安
藤
　
崇
裕

看
護
師

 

　
奥
下
　
尚
子

相
談
・
介
護
部
長

 

　
神
田
　
桂
子

支
援
課
長

 

　
下
田
　
照
美

栄
養
士

 

　
衛
藤
　
　
綾

事
務
部
長

 

　
佐
藤
　
直
美

看
護
師
長

 

　
三
浦
　
正
典

介
護
部
長

 

　
三
浦
富
士
江

介
護
部
長

 

　
後
藤
　
聡
子

　今後急激に増加する高齢者支援や驚異のウイ
ルスに対応する術として、ICT・ロボット等の普及
が加速しはじめた。まさに漫画で描かれたような
世界がやって来ようとしている。しかし、私たちの
仕事は機械には任せられない。五感を大切にした
仕事で、ここだけは人と人との触れ合いを大切に
した領域であってほしいと願う。
　新年は多くの人との交流が図れる年になります
ように。

編 集 後 記
　平成12年に介護保険が始まり介護の現場では「身体拘束ゼロ作戦」と
して、身体拘束のないケアの実現に向けて様々な取り組みが進められる

ようになりました。廃止が打ち出
されて20年以上経過している現
在、紫雲会では定期的に委員会の
開催や研修を行い、一致協力し「身
体拘束を廃止（しない）」のため
日々努力と工夫をしています。

法人研修（身体拘束防止）

今年も頑張ります !今年も頑張ります !

2022 寅年
あけまして

おめでとうございますあけまして
おめでとうございます
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